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 随分と寒くなってきました。本校の受ける西風がかなり強く、 

冷たいことは３５年前にも体験していますが、今更ながら身に染 

みて感じています。急な気温の変化があると心配になるのが、生 

徒の体調です。インフルエンザ（流行性感冒）に罹患すると、学 

校は出席停止になります。出席日数（出席すべき日数）からは除 

外されるので、欠席になることなく治療に努めて、完治すること 

に専念できます。それでも、多数が出席停止となると学級閉鎖や 

学年閉鎖という事態に陥ることになってしまいます。すると、授 

業はできなくなります。授業の進度も遅くなります。まして３年 

生であれば、入試の試験範囲まで授業が進んでいなければ、生徒全員が困ることにもなりかねま 

せん。インフルエンザにはかからなければ、それに越したことはありません。３年生でなければ 

無関係だから安心とも言えません。兄弟が同じ家で暮らしてい 

たり、校内で広がってしまう恐れがあるからです。３年生の受 

験（受検）の時に、この流行が本校に起こることが、最も憂慮 

すべきことです。インフルエンザにかかってしまった本人は最 

もつらく、苦しい状況になりますが、学級・学年のみんなが大 

変なことになっていきます。だからこそ、日ごろから健康管理 

には十分な気配りをしてインフルエンザにかからないようにし 

てください。外出から帰ったら、必ずうがい・手洗いをするこ 

と。足や背中を冷やさないこと。体力を奪われないように暴飲 

暴食をしないこと。同じく、夜更かしをしないこと。つまりは 

規則正しい生活をして、３度の食事を規則正しく摂ること。特別なことをしようと言うのではな 

く、ごく当たり前のことをきちんと心がけてくれたら、と願っています。 

 

 新人大会以前の、大会の組み合わせをお知らせしたのが前号の第７号でした。その結果はＨＰ 

でお知らせしましたとおり、生徒の皆さんはよく奮闘してくれたと思っております。 

 その後に文化祭があり、各学年からの通信でお知らせしたとおりです。ＰＴＡ合唱やバザーに 

大変、ご尽力・ご協力をいただきましたこと、改めてお礼申し上げます。 

 三泗駅伝では小雨の降る中、健闘してくれて男子は１１位、女子は１２位と昨年よりも順位を 

上げてくれました。長きにわたる練習の期間からよく頑張ってくれたことを称えたいと思います。 

この取り組みでも保護者の皆様のご理解に感謝申し上げます。 

 三泗音楽会も、その発表は圧巻でした。生徒の皆さんは見えましたか？歌った直後に会場の一 

番後ろの席で起立して、両手で大きく○を作っていた校長の姿を。３年３組もＮコンのメンバー 

も、文化祭以降の気持ちの維持は大変だったろうと推察します。 

 文化祭の前には八郷フェスタと下野地区文化祭が開催され、本校の生徒が多数ボランティアと 

して参加してくれました。どちらも、開会式で会場の皆さんに紹介していただきました。参加し 

てくれた生徒の皆さん、お疲れ様でした。そして、ありがとう！ 

 その他にも、下野音楽集会が開かれて歌を披露してくれたり、進路説明会があったり、先日は 

期末テストが終了して、三者懇談会を迎えようとしています。何とも、盛りだくさんの２学期で 

脚下照顧ができているかな？と不安になるのは、私だけではないと思います。通信を発行できな 

かった言い訳にもなりませんが、各通信やＨＰにそれぞれ紹介されていますので、そちらもご覧 

ください。 

ここにいま 
                               



                 昨日、教育委員会から連絡があり、「中学生からの提案・ 

                発信」に応募した中学校の中から本校生徒会が、県全体で入 

賞６校に選ばれたとのことでした。他には入選が６校ありま 

すが、この入賞６校は、来る１２月１３日（火）に三重県文 

化センターのレセプションルームで、それぞれプレゼンテー 

ションを行い、審査員からの質問を受けて各賞を決めるとい 

う最終審査に残ったとのことです。 

  

応募のテーマは、「みんなでつくる最上級～快く過ごせる 

学校にするために～」というものです。内容は、ご存じの 

ように「清掃ボランティア」がメインとなっています。 

 この活動は、５／２７と８／２０の２回にわたって、生 

徒会の役員の皆さんが呼びかけて行った清掃活動です。役 

員となったからには、いつもと同じことを淡々とこなすだ 

けでなく、自分たちの発案で企画して運営してみようと、 

知恵を出し合い、取り組んでくれたものです。 

                  

呼びかけに応じて集まってくれたみんなと協力して、汗を 

かき、学校をきれいにしてくれました。 

 この取り組みを県の教育長さんたちの審査員や他の学校の 

生徒・先生・保護者の皆さん、およそ１００名の前で紹介し 

て賞を決めるというものです。このプレゼンテーションによ 

る最終審査は、保護者の方もご覧になれますので、お時間が 

許しましたら、是非、ご覧ください。参加される時には、本 

 

校までご一報ください。  

今年の生徒会は「今まで通りでいいんだ」なんて、まっ 

たく思っていません。「自分たちで何がやれるのか、やって 

みよう！それは、失敗したっていいんだ、何か学ぶことは 

あるはずだから」と考えて活動してくれています。 

 実は、熊本地震への支援活動もその一環だったと思って 

います。 

 最終審査に参加する他の学校は、 

桑名市  陵成中学校、 いなべ市  大安中学校、 

津 市  美里中学校、 度 会 町  度会中学校、 伊賀市  城東中学校 の５校です。 

 

～～～～～ 教職員の業務改善に向けた「教職員の定時退校日」の実施について ～～～～～ 

                

                 このことについては、１１月１日付の四日市市教育委員会 

  猿出没           からの文書を配布させていただきました。 

                 本校では、これまでと変わらず、生徒の活動は大事にした 

注意！        いと考え、改めて新たな「定時退校日」は設定しない計画で 

す。実際には、これまでのように職員会議や研修会等の部活 

動の指導ができずに一斉下校としていた日に、定時退校をし 

ていく予定ですので、ご理解・ご協力いただけますよう、お 

願い申し上げます。 


